
新沼窯跡（比企郡鳩山町）
しんぬまかまあと

ここは鳩山町泉井



　　　ここが新沼窯跡見学会の会場















　　　　　ここから発掘現場へ進む





この発掘現場から出土したさまざまな瓦



　　　瓦塔の破片も出土している









さまざまな郡名入りの瓦も出土している





さて、現地に進む





　　　　既に沢山の見学者がいる



　国内最大級の２４基の窯跡が見つかった新沼窯跡の全体像





　　　　ＳＹ１２（12号窯）で学芸員の説明が行われている

























　　　　さて、次の場所へ移動する



　　　　　　ここはＳＹ６（6号窯）





















　　　　　　その他も見てみよう













さらにその他へ





もう少し奥へ行く









　　　　　この辺りに瓦片が多量に散在していたのが発見の糸口だったとのこと













　　　　　さて、退散することにする





　　　辺りにはこんな供養塔もあった
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さて、以下の催しも行われていたので見学することにした。









　窯跡郡成立以前（勝呂廃寺瓦の生産）



　　　　　陶製仏殿/7世紀後半





　　国分寺瓦の生産（武蔵国分寺へ）



　　　昭和59年3月～昭和60年12月に鳩山ゴルフクラブ造成に先立って発掘調査が行われた
















































